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議第１１２号 

中津川市監査委員条例及び中津川市病院事業の設置等に関する条例の一部改

正について 

中津川市監査委員条例及び中津川市病院事業の設置等に関する条例の一部を改正

する条例を次のように制定するものとする。 

令和元年１１月２８日提出 

中津川市長 青 山 節 児  

提 案 説 明 

地方自治法の一部改正に伴い、この条例を定めようとする。 

-4-



中津川市監査委員条例及び中津川市病院事業の設置等に関する条例の一部を

改正する条例 

（中津川市監査委員条例の一部改正） 

第１条 中津川市監査委員条例（昭和３９年中津川市条例第５号）の一部を次のよ

うに改正する。 

  第１条中「第２４３条の２第３項」を「第２４３条の２の２第３項」に改める。 

（中津川市病院事業の設置等に関する条例の一部改正） 

第２条 中津川市病院事業の設置等に関する条例（昭和４２年中津川市条例第２４

号）の一部を次のように改正する。 

第４条中「第２４３条の２第８項」を「第２４３条の２の２第８項」に改める。 

附 則 

この条例は、令和２年４月１日から施行する。 
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議第１１３号 

中津川市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の制定について 

中津川市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例を次のように制定す

るものとする。 

令和元年１１月２８日提出 

中津川市長 青 山 節 児  

提 案 説 明 

地方公務員法及び地方自治法の改正に伴い、会計年度任用職員の給与、費用弁償

等を定めるため、この条例を定めようとする。 
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中津川市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例 

（趣旨） 

第１条 この条例は、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２０３条の２第５

項、第２０４条第３項及び地方公務員法（昭和２５年法律第２６１号。以下「法

」という。）第２４条第５項に基づき、法第２２条の２第１項に規定する会計年

度任用職員（以下「会計年度任用職員」という。）の給与及び費用弁償について

定めるものとする。 

（会計年度任用職員の給与） 

第２条 前条の給与とは、法第２２条の２第１項第２号により採用された会計年度

任用職員（以下「フルタイム会計年度任用職員」という。）にあっては、給料、

地域手当、通勤手当、特殊勤務手当、時間外勤務手当、宿日直手当、夜間勤務手

当、休日勤務手当、期末手当及び退職手当をいい、同項第１号によって採用され

た会計年度任用職員（以下「パートタイム会計年度任用職員」という。）にあっ

ては、報酬及び期末手当をいう。 

２ 給与は、他の条例に規定する場合のほか現金で支払わなければならない。ただ

し、会計年度任用職員から申出があったときは、口座振替の方法により支払うこ

とができる。 

３ 公務について生じた費用の弁償は、給与には含まれない。 

（フルタイム会計年度任用職員の給料） 

第３条 フルタイム会計年度任用職員の給料は、中津川市職員の給与に関する条例

（昭和３２年中津川市条例第２１号。以下「給与条例」という。）第３条第１項

に規定する給料表（以下「給料表」という。）を準用し、職種の区分に応じて適

用する。 

２ 前項の職種の区分については、市の規則で定めるものとする。 

（フルタイム会計年度任用職員の職務の級） 

第４条 フルタイム会計年度任用職員の職務は、その職種ごとに、その複雑、困難

及び責任の程度に基づき、これを給料表に定める職務の級に分類するものとし、

その分類の基準となるべき職務の内容は、給与条例第３条第３項に規定する別表

第３及び別表第４に定める級別基準職務表を準用する。 
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２ フルタイム会計年度任用職員の職務の級は、前項の規定に基づく基準に従い任

命権者（法第６条第１項に規定する任命権者をいう。以下同じ。）が決定する。 

（フルタイム会計年度任用職員の号給） 

第５条 フルタイム会計年度任用職員となった者の号給は、市の規則で定める基準

に従い任命権者が決定する。 

（フルタイム会計年度任用職員の給料の支給） 

第６条 給与条例第７条及び第８条の規定は、フルタイム会計年度任用職員につい

て準用する。この場合において、給与条例第８条第５項中「勤務時間条例第３条

第１項、第４条及び第５条の規定に基づく週休日」とあるのは、「当該フルタイ

ム会計年度任用職員（法第２２条の２第１項第２号に掲げる職員として採用され

た会計年度任用職員をいう。）について定められた週休日」と読み替えるものと

する。 

（フルタイム会計年度任用職員の地域手当） 

第７条 給与条例第１２条の２の規定は、フルタイム会計年度任用職員について準

用する。 

（フルタイム会計年度任用職員の通勤手当） 

第８条 給与条例第１２条の４の規定は、フルタイム会計年度任用職員について準

用する。 

（フルタイム会計年度任用職員の特殊勤務手当） 

第９条 フルタイム会計年度任用職員に支給する特殊勤務手当の種類、支給を受ける

者の範囲及びその支給の方法は、中津川市職員特殊勤務手当支給条例（平成元年中

津川市条例第１０号。以下「特殊勤務手当条例」という。）の規定を準用する。 

２ フルタイム会計年度任用職員に支給する特殊勤務手当の額は、特殊勤務手当条

例第２条に規定する額の範囲内において規則で定める。 

（フルタイム会計年度任用職員の給与の減額） 

第１０条 給与条例第１４条第１項の規定は、フルタイム会計年度任用職員につい

て準用する。この場合において、同項中「勤務時間条例第８条の４に規定する時

間外勤務代休時間である場合、勤務時間条例第９条に規定する祝日法による休日

」とあるのは「国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律第１７８号）による休

日」と、「勤務時間条例第１０条第１項の規定により代休日」とあるのは「代休
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日」と、「勤務時間条例第９条に規定する年末年始の休日」とあるのは「年末年

始の休日」と、「勤務時間条例第１１条に規定する休暇（組合休暇、介護休暇及

び介護時間を除く。）」とあるのは「フルタイム会計年度任用職員について定め

られた有給の休暇」と、「第１８条」とあるのは「中津川市会計年度任用職員の

給与及び費用弁償に関する条例（令和元年中津川市条例第 号）第１６条」と読

み替えるものとする。 

（フルタイム会計年度任用職員の時間外勤務手当） 

第１１条 給与条例第１５条第１項、第３項及び第４項の規定は、フルタイム会計

年度任用職員について準用する。この場合において同条第１項中「正規の勤務時

間以外の時間に勤務することを命ぜられた職員」とあるのは、「当該フルタイム

会計年度任用職員について定められた勤務時間（以下この条において「正規の勤

務時間」という。）以外の時間に勤務することを命ぜられたフルタイム会計年度

任用職員」と、「第１８条」とあるのは「中津川市会計年度任用職員の給与及び

費用弁償に関する条例第１６条」と、同条第３項中「勤務時間条例第５条の規定

により、あらかじめ同条例第３条第２項又は第４条により割り振られた」とある

のは「あらかじめ当該会計年度任用職員について割り振られた」と、「第１８条

」とあるのは「中津川市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例第１

６条」と、同条第４項中「第１８条」とあるのは「中津川市会計年度任用職員の

給与及び費用弁償に関する条例第１６条」と読み替えるものとする。 

（フルタイム会計年度任用職員の休日勤務手当） 

第１２条 給与条例第１６条の規定は、フルタイム会計年度任用職員について準用

する。この場合において同条中「勤務時間条例第３条第１項又は第４条の規定に

基づき毎日曜日を週休日と定められている職員」とあるのは「毎日曜日を週休日

と定められているフルタイム会計年度任用職員」と、「勤務時間条例第９条に規

定する祝日法による休日」とあるのは「国民の祝日に関する法律（昭和２３年法

律第１７８号）による休日」と、「勤務時間条例第４条及び第５条の規定に基づ

く週休日」とあるのは「当該フルタイム会計年度任用職員について定められた週

休日」と、「おいて正規の勤務時間」とあるのは「おいて当該フルタイム会計年

度任用職員について定められた勤務時間（以下この条において「正規の勤務時間

」という。）」と、「第１８条」とあるのは「中津川市会計年度任用職員の給与

-9-



及び費用弁償に関する条例第１６条」と読み替えるものとする。 

（フルタイム会計年度任用職員の夜間勤務手当） 

第１３条 給与条例第１７条の規定は、フルタイム会計年度任用職員について準用

する。この場合において同条中「正規の勤務時間」とあるのは、「当該フルタイ

ム会計年度任用職員について定められた勤務時間」と読み替えるものとする。 

（フルタイム会計年度任用職員の宿日直手当） 

第１４条 給与条例第１９条第１項及び第２項の規定は、フルタイム会計年度任用

職員について準用する。 

２ 前項の規定により準用する給与条例第１９条第１項の勤務は、第１１条の規定

により準用する給与条例第１５条第１項、第１２条の規定により準用する給与条

例第１６条及び前条の規定により準用する給与条例第１７条の勤務には含まれな

いものとする。 

（フルタイム会計年度任用職員の給与の端数処理） 

第１５条 次条に規定する勤務１時間当たりの給与額並びに第１１条の規定により

準用する給与条例第１５条第１項、第１２条の規定により準用する給与条例第１

６条及び第１３条の規定により準用する給与条例第１７条の規定により勤務１時

間につき支給する時間外勤務手当、休日勤務手当及び夜間勤務手当の額を算定す

る場合において、当該額に５０銭未満の端数を生じたときは、これを切り捨て、

５０銭以上１円未満の端数を生じたときは、これを１円に切り上げるものとする。 

（フルタイム会計年度任用職員の勤務１時間当たりの給与額の算出） 

第１６条 給与条例第１８条の規定は、フルタイム会計年度任用職員について準用

する。 

（フルタイム会計年度任用職員の期末手当） 

第１７条 給与条例第２０条から第２０条の３まで（第２０条第１項後段を除く。

）の規定は、任期の定めが６月以上のフルタイム会計年度任用職員について準用

する。この場合において、給与条例第２０条第２項中「割合を乗じて得た額」と

あるのは「割合を乗じて得た額以内」と読み替えるものとする。 

２ 任期の定めが６月に満たないフルタイム会計年度任用職員の１会計年度内にお

ける会計年度任用職員としての任期の定めの合計が６月以上に至ったときは、当

該フルタイム会計年度任用職員は、当該会計年度において、前項に規定する任期
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の定めが６月以上のフルタイム会計年度任用職員とみなす。 

３ ６月に期末手当を支給する場合において、前会計年度の末日まで会計年度任用

職員として任用され、同日の翌日にフルタイム会計年度任用職員として任用され

た者の任期（６月未満のものに限る。）の定めと前会計年度における任期（前会

計年度の末日を含む期間の任用に係るものに限る。）の定めとの合計が６月以上

に至ったときは、第１項の任期の定めが６月以上のフルタイム会計年度任用職員

とみなす。 

４ １２月に期末手当を支給する場合において、任期の定めが６月未満のフルタイ

ム会計年度任用職員で当会計年度の末日まで任期があり、かつ、同日の翌日に任

期が２月以上のフルタイム会計年度任用職員として任用が行われないことが明ら

かではない者は、第１項に規定する任期の定めが６月以上のフルタイム会計年度

任用職員とみなす。 

（フルタイム会計年度任用職員の退職手当） 

第１８条 給与条例第２４条の規定は、フルタイム会計年度任用職員（退職手当を

支給しないことを任用条件として通知したうえで任用した者を除く。）について

準用する。 

（パートタイム会計年度任用職員の報酬） 

第１９条 月額で報酬を定めるパートタイム会計年度任用職員の報酬の額は、別表

に定める職種の区分に応じ、同表に定める額を超えない範囲内において市の規則

で定める額（以下「基準月額」という。）に、当該パートタイム会計年度任用職

員について定められた１週間当たりの勤務時間を中津川市職員の勤務時間、休暇

等に関する条例（平成６年中津川市条例第２０号。以下「勤務時間条例」という

。）第２条第１項に規定する勤務時間で除して得た数を乗じて得た額（１００円

未満の端数があるときは、その端数を切り捨てた額）とする。 

２ 日額で報酬を定めるパートタイム会計年度任用職員の報酬の額は、基準月額を

２１で除して得た額に、当該パートタイム会計年度任用職員について定められた

１日当たりの勤務時間を７．７５で除して得た数を乗じて得た額（１０円未満の

端数があるときは、その端数を切り捨てた額）とする。 

３ 時間額で報酬を定めるパートタイム会計年度任用職員の報酬の額は、基準月額

を１６２．７５で除して得た額（１０円未満の端数があるときは、その端数を切
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り捨てた額）とする。 

（パートタイム会計年度任用職員の特殊勤務に係る報酬） 

第２０条 特殊勤務手当条例第２条に規定する手当の種類に該当する勤務に従事す

ることを命ぜられたパートタイム会計年度任用職員には、特殊勤務に係る報酬を

支給する。 

２ 前項の報酬の額については、特殊勤務手当条例第２条に規定する額の範囲内に

おいて市の規則で定める。 

（パートタイム会計年度任用職員の時間外勤務に係る報酬） 

第２１条 当該パートタイム会計年度任用職員について定められた勤務時間（以下

「正規の勤務時間」という。）以外の時間に勤務することを命ぜられたパートタ

イム会計年度任用職員に対して、その正規の勤務時間以外の時間に勤務した全時

間について、時間外勤務に係る報酬を支給する。 

２ 前項に規定する時間外勤務に係る報酬の額は、勤務１時間につき、第２７条第

１項に規定する勤務１時間当たりの報酬の額に正規の勤務時間以外の時間にした

次に掲げる勤務の区分に応じてそれぞれ１００分の１２５から１００分の１５０

までの範囲内で市の規則で定める割合（その勤務が午後１０時から翌日の午前５

時までの間である場合は、その割合に１００分の２５を加算した割合）を乗じて

得た額とする。 

(１) 正規の勤務時間が割り振られた日（次条の規定により休日勤務に係る報酬

が支給されることとなる日を除く。）における勤務 

(２) 前号に掲げる勤務以外の勤務 

３ 前２項の規定にかかわらず、週休日の振替等により、あらかじめ割り振られた

１週間の正規の勤務時間（以下この項及び次項において「割振り変更前の正規の

勤務時間」という。）を超えて勤務することを命ぜられたパートタイム会計年度

任用職員には、割振り変更前の正規の勤務時間を超えて勤務した全時間（次条の

規定により休日勤務に係る報酬が支給されることとなる時間を除く。）に対して

、勤務１時間につき、第２７条第１項に規定する勤務１時間当たりの報酬額に１

００分の２５から１００分の５０までの範囲内で市の規則で定める割合を乗じて

得た額を時間外勤務に係る報酬として支給する。 

４ 次に掲げる時間の合計が１月について６０時間を超えたパートタイム会計年度

-12-



任用職員には、その６０時間を超えて勤務した全時間に対して、前各項の規定に

かかわらず、勤務１時間につき、第２７条第１項に規定する勤務１時間当たりの

報酬額に、次の各号に掲げる時間の区分に応じて、当該各号の定める割合を乗じ

て得た額を時間外勤務に係る報酬として支給する。 

(１) 第１項の勤務の時間 １００分の１５０（その時間が午後１０時から翌日の

午前５時までの間である場合は、１００分の１７５） 

(２) 前項の勤務の時間（次条の規定により休日勤務に係る報酬が支給されること

となる時間を除く。） １００分の５０ 

（パートタイム会計年度任用職員の休日勤務に係る報酬） 

第２２条 国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律第１７８号）に規定する休日

（以下「祝日法による休日」という。）による休日等及び１２月２９日から翌年

の１月３日までの日（祝日法による休日を除く。以下「年末年始の休日」という

。）（代休日を指定されて、当該休日に割り振られた勤務時間の全部を勤務した

パートタイム会計年度任用職員にあっては、当該休日に代わる代休日。以下「年

末年始の休日等」という。）において、正規の勤務時間中に勤務することを命ぜ

られたパートタイム会計年度任用職員には、その正規の勤務時間中に勤務した全

時間に対して、休日勤務に係る報酬を支給する。 

２ 前項に規定する休日勤務に係る報酬の額は、勤務１時間につき、第２７条第１

項に規定する勤務１時間当たりの報酬額に１００分の１２５から１００分の１５

０までの範囲内で市の規則で定める割合を乗じて得た額とする。 

３ 第１項の規定にかかわらず、休日に勤務することを命ぜられた勤務時間に相当

する時間を、他の日に勤務させないこととされたパートタイム会計年度任用職員

の、その休日の勤務に対しては、第１項に規定する報酬を支給しない。 

（パートタイム会計年度任用職員の夜間勤務に係る報酬） 

第２３条 正規の勤務時間として、午後１０時から翌日の午前５時までの間に勤務

することを命ぜられたパートタイム会計年度任用職員には、その間に勤務した全

時間に対して、夜間勤務に係る報酬を支給する。 

２ 前項に規定する夜間勤務に係る報酬の額は、勤務１時間につき第２７条第１項

に規定する勤務１時間当たりの報酬額に１００分の２５を乗じて得た額とする。 

 （パートタイム会計年度任用職員の報酬の端数処理） 
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第２４条 第２７条に規定する勤務１時間当たりの報酬額及び第２１条から前条ま

での規定により勤務１時間につき支給する報酬の額を算定する場合において、当

該額に、５０銭未満の端数を生じたときは、これを切り捨て、５０銭以上１円未

満の端数を生じたときは、これを１円に切り上げるものとする。 

（パートタイム会計年度任用職員の期末手当） 

第２５条 給与条例第２０条から第２０条の３までの規定は、任期の定めが６月以

上のパートタイム会計年度任用職員（市の規則で定めるものを除く。以下この条

において同じ。）について準用する。この場合において、給与条例第２０条第２

項中「割合を乗じて得た額」とあるのは「割合を乗じて得た額以内の額で市の規

則で定める額」と、同条第４項中「それぞれその基準日現在（退職し、又は死亡

した職員にあっては、退職し、又は死亡した日現在）において職員が受けるべき

給料（育児短時間勤務職員等にあっては、給料の月額を算出率で除して得た額）

及び扶養手当の月額並びにこれらに対する地域手当の月額及び広域異動手当の月

額の合計額」とあるのは、「それぞれその基準日（退職し、又は死亡した職員に

あっては、退職し、又は死亡した日）以前６月以内のパートタイム会計年度任用

職員としての在職期間における報酬（フルタイム会計年度任用職員との権衡を考

慮して市の規則で定める額を除く。）の１月当たりの平均額」と読み替えるもの

とする。 

２ 任期の定めが６月に満たないパートタイム会計年度任用職員の１会計年度内に

おける会計年度任用職員としての任期の定めの合計が６月以上に至ったときは、

当該パートタイム会計年度任用職員は、当該会計年度において、前項に規定する

任期の定めが６月以上のパートタイム会計年度任用職員とみなす。 

３ ６月に期末手当を支給する場合において、前会計年度の末日まで会計年度任用

職員として任用され、同日の翌日にパートタイム会計年度任用職員として任用さ

れた者の任期の定め（６月未満のものに限る。）と前会計年度における任期（前

会計年度の末日を含む期間の任用に係るものに限る。）の定めとの合計が６月以

上に至ったときは、第１項の任期の定めが６月以上のパートタイム会計年度任用

職員とみなす。 

（パートタイム会計年度任用職員の報酬の支給） 

第２６条 報酬は、月の１日から末日までを計算期間とし、市の規則で定める期日
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に支給する。 

２ 日額又は時間額により報酬が定められたパートタイム会計年度任用職員に対し

ては、その者の勤務日数又は勤務時間に応じて報酬を支給する。 

３ 月額により報酬が定められたパートタイム会計年度任用職員に対しては、職員

となった日から退職した日までの報酬を支給する。ただし、死亡により退職した

場合は、その月の末日までの報酬を支給する。 

４ 前項の規定により報酬を支給する場合であって、月の１日から支給するとき以

外のとき、又は月の末日まで支給する以外のときは、その報酬額は、その月の現

日数から当該パートタイム会計年度任用職員について定められた週休日の日数を

差し引いた日数を基礎として日割りによって計算する。 

（パートタイム会計年度任用職員の勤務１時間当たりの報酬額） 

第２７条 第２１条から第２３条までに規定する勤務１時間当たりの報酬額は、次

の各号に掲げる報酬の区分に応じ、当該各号に定める額とする。 

(１) 月額による報酬 第１９条第１項の規定により計算して得た額に１２を乗

じて得た額を当該パートタイム会計年度任用職員について定められた１週間当

たりの勤務時間に５２を乗じたものから市の規則で定める時間を減じたもので

除して得た額 

(２) 日額による報酬 第１９条第２項の規定により計算して得た額を当該パー

トタイム会計年度任用職員について定められた１日当たりの勤務時間で除して

得た額 

(３) 時間額による報酬 第１９条第３項の規定により計算して得た額 

２ 次条に規定する勤務１時間あたりの報酬額は、次の各号に掲げる報酬の区分に

応じ、当該各号に定める額とする。 

(１) 月額による報酬 第１９条第１項の規定により計算して得た額に１２を乗

じて得た額を当該パートタイム会計年度任用職員について定められた１週間当

たりの勤務時間に５２を乗じたもので除して得た額 

(２) 日額による報酬 前項第２号の規定により計算して得た額 

(３) 時間額による報酬 前項第３号の規定により計算して得た額 

（パートタイム会計年度任用職員の報酬の減額） 

第２８条 月額により報酬を定められているパートタイム会計年度任用職員が正規
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の勤務時間中に勤務しないときは、祝日法による休日（代休日を指定されて、当

該休日に割り振られた勤務時間の全部を勤務したパートタイム会計年度任用職員

にあっては、当該休日に変わる代休日。以下同じ。）又は年末年始の休日である

場合、パートタイム会計年度任用職員について市の規則で定められた有給の休暇

（以下「有給の休暇」という。）による場合その他その勤務しないことについて

特に承認があった場合を除き、その勤務しない１時間につき、前条第２項第１号

に定める勤務１時間当たりの報酬額を減額する。 

２ 日額により報酬を定められているパートタイム会計年度任用職員が正規の勤務

時間中に勤務しないときは、祝日法による休日又は年末年始の休日等である場合

、有給の休暇による場合その他その勤務しないことについて特に承認があった場

合を除き、その勤務しない１時間につき、前条第２項第２号に定める勤務１時間

当たりの報酬額を減額する。 

（会計年度任用職員の給与からの控除） 

第２９条 給与条例第１４条第２項の規定は、会計年度任用職員について準用する。 

（任命権者が特に必要と認める会計年度任用職員の給与） 

第３０条 第１９条から前条までの規定にかかわらず、職務の特殊性等を考慮し任

命権者が特に必要と認める会計年度任用職員の給与については、常勤の職員との

権衡及びその職務の特殊性等を考慮し、任命権者が市の規則により別に定めるも

のとする。 

（パートタイム会計年度任用職員の通勤に係る費用弁償） 

第３１条 パートタイム会計年度任用職員が給与条例第１２条の４第１項に定める

通勤手当の支給要件に該当するときは、通勤に係る費用弁償を支給する。 

２ 通勤に係る費用弁償の額は、給与条例第１２条の４第２項に規定する額の範囲

内において市の規則で定める額とする。 

３ 通勤に係る費用弁償の支給日及び返納については、給与条例第１２条の４第５

項及び第６項の例による。 

(パートタイム会計年度任用職員の公務のための旅行に係る費用弁償) 

第３２条 パートタイム会計年度任用職員が公務のための旅行に係る費用を負担す

るときは、その旅行に係る費用弁償を支給する。 

２ 旅行に係る費用弁償の額は、中津川市職員旅費支給条例（昭和２９年中津川市
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条例第３号）の例による。この場合において、パートタイム会計年度任用職員の

職務の級は、給与条例第３条第１項第１号に規定する行政職給料表（一）におけ

る２級以下に相当するものとする。 

（委任） 

第３３条 この条例の施行に関し必要な事項は、市の規則で定める。 

附 則 

（施行期日） 

第１条 この条例は、令和２年４月１日から施行する。 

（令和２年６月に支給する期末手当に係る在職期間の特例） 

第２条 この条例の施行日の前日において、地方公務員法及び地方自治法の一部を

改正する法律（平成２９年法律第２９号）による改正前の法第３条第３項第３号

に規定する特別職として任用されていた者及び法第３条第２項に規定する一般職

として任用されていた職員のうち常勤を要しない職員（再任用短時間勤務職員を

除く。）として任用されていた者に係る令和元年１２月２日以降当該日までの引

き続いた当該職としての在職期間については、第１７条及び第２５条において準

用する給与条例第２０条第２項に規定する在職期間に通算するものとする。 

（給与改定の不適用） 

第３条 人事院の勧告による国家公務員の給与改定に準じ、給与条例を改正し、当

該改正の年度における給与について当該改正後の規定が適用された場合において

も、会計年度任用職員の当該改正の年度における給与については、当該改正後の

規定は適用しない。 

 （議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例に関する経過措

置） 

第４条 この条例による改正後の議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等

に関する条例第５条の規定は、この条例の施行の日以後に発生した事故に起因す

る公務上の災害又は通勤による災害に係る補償について適用する。 

（中津川市職員定数条例の一部改正） 

第５条 中津川市職員定数条例（昭和２９年中津川市条例第２４号）の一部を次の

ように改正する。 

第１条第２項中「法第２２条に規定する臨時的任用職員」を「法第２２条の２
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第１項に規定する会計年度任用職員」に改める。 

（中津川市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例の一部改正） 

第６条 中津川市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例（平成１７年中津川

市条例第６９号）の一部を次のように改正する。 

第３条各号列記以外の部分中「占める職員」の次に「及び法第２２条の２第１

項第２号に掲げる職員」を加える。 

（中津川市職員の分限の手続及び効果に関する条例の一部改正） 

第７条 中津川市職員の分限の手続及び効果に関する条例（昭和２６年中津川市条

例第３１号）の一部を次のように改正する。 

第４条に次の１項を加える。 

６ 法第２２条の２第１項に規定する会計年度任用職員に対する第１項の規定の

適用については、同項中「３年を超えない範囲内」とあるのは「任期（法第２

２条の２第２項の規定に基づき任命権者が定める任期をいう。以下同じ。）を

超えない範囲内」と、「３年に満たない場合」とあるのは「任期に満たない場

合」と、「３年を超えない限度」とあるのは「任期を超えない限度」とする。 

（中津川市職員の懲戒の手続及び効果に関する条例の一部改正） 

第８条 中津川市職員の懲戒の手続及び効果に関する条例（昭和３５年中津川市条

例第３号）の一部を次のように改正する。 

 第１条中「第２９条第２項」を「第２９条第４項」に改める。 

 第４条中「給料」の次に「（法第２２条の２第１項第１号に掲げる職員にあっ

ては、中津川市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例（令和元年中

津川市条例第 号）第１９条に規定するパートタイム会計年度任用職員の報酬の

額）」を加える。 

 （中津川市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正） 

第９条 中津川市職員の勤務時間、休暇等に関する条例（平成６年中津川市条例第

２０号）の一部を次のように改正する。 

第１条中「昭和２５年法律第２６１号」の次に「。以下「法」という。」を加

える。 

第２条第３項中「地方公務員法」を「法」に改める。 

第１９条を次のように改める。 
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（会計年度任用職員の勤務時間、休暇等） 

第１９条 法第２２条の２第１項に規定する会計年度任用職員の勤務時間、休暇

等については、第２条から前条までの規定にかかわらず、その職務の性質等を

考慮して、市の規則で定める。 

（中津川市職員の育児休業等に関する条例の一部改正） 

第１０条 中津川市職員の育児休業等に関する条例（平成４年中津川市条例第３号

）の一部を次のように改正する。 

第７条第２項中「している職員」の次に「（地方公務員法（昭和２５年法律第

２６１号）第２２条の２第１項に規定する会計年度任用職員を除く。）」を加え

る。 

第９条中「した職員」の次に「（地方公務員法第２２条の２第１項に規定する

会計年度任用職員を除く。）」を加える。 

（中津川市公益的法人等への職員の派遣等に関する条例の一部改正） 

第１１条 中津川市公益的法人等への職員の派遣等に関する条例（平成１４年中津

川市条例第２号）の一部を次のように改正する。 

第２条第２項第３号中「第２２条第１項」を「第２２条」に、「条件附採用」

を「条件付採用」に改める。 

（中津川市各種委員等給与条例の一部改正） 

第１２条 中津川市各種委員等給与条例（昭和３２年中津川市条例第２号）の一部

を次のように改正する。 

別表第１地方公務員法第３条第３項第３号に該当する職にある者の項中「に該

当する職にある者」を「及び第３号の２に該当する職にある者（別にこの表に定

める者を除く。）」に改める。 

（中津川市職員の給与に関する条例の一部改正） 

第１３条 中津川市職員の給与に関する条例（昭和３２年中津川市条例第２１号）

の一部を次のように改正する。 

第１条中「職員」の次に「（法第２２条の２第１項に規定する会計年度任用職

員を除く。以下同じ。）」を加える。 

第３条第２項中「第２２条の２に規定する職員以外のすべて」を「全て」に改

める。 
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第１７条の次に次の１条を加える。 

（端数計算） 

第１７条の２ 第１４条第１項に規定する勤務１時間当たりの給与額及び前３条

の規定により勤務１時間につき支給する時間外勤務手当、休日勤務手当又は夜

間勤務手当の額を算定する場合において、当該額に、５０銭未満の端数を生じ

たときはこれを切り捨て、５０銭以上１円未満の端数を生じたときはこれを１

円に切り上げるものとする。 

第２２条の２を削る。 

（中津川市職員旅費支給条例の一部改正） 

第１４条 中津川市職員旅費支給条例（昭和２９年中津川市条例第３号）の一部を

次のように改正する。 

第２条中「地方公務員法（昭和２５年法律第２６１号）第３条に定める一般職

の職員（教育公務員特例法（昭和２４年法律第１号）に定める公立学校の職員を

除く。）」を「一般職の職員（地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２０４

条第１項の規定により、給料及び旅費の支給を受ける職員をいう。）」に改める。 

  第７条中「地方公務員法」の次に「（昭和２５年法律第２６１号）」を加える。 

（中津川市職員の退職手当に関する条例の一部改正） 

第１５条 中津川市職員の退職手当に関する条例（昭和３７年中津川市条例第８号

）の一部を次のように改正する。 

 第２条第１項中「常時勤務する職員」の次に「（地方公務員法（昭和２５年法

律第２６１号。以下「法」という。）第２２条の２第１項第２号に規定する会計

年度任用職員を除く。）」を加え、同項第１号中「地方公務員法（昭和２５年法

律第２６１号。以下「法」という。）」を「法」に改め、同条第２項に次のただ

し書を加える。 

ただし、法第２２条の２第１項第１号に掲げる職員については、この限りで

ない。 

（中津川市技能労務職員の給与の種類及び基準を定める条例の一部改正） 

第１６条 中津川市技能労務職員の給与の種類及び基準を定める条例（平成２５年

中津川市条例第３０号）の一部を次のように改正する。 

第２条に次の１項を加える。 
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２ 前項第１号の規定にかかわらず、法第２２条の２第１項に規定する会計年度

任用職員の手当の種類は、地域手当、通勤手当、特殊勤務手当、時間外勤務手

当、休日勤務手当、夜間勤務手当、期末手当及び退職手当とする。ただし、同

項第１号に掲げる職員については、これらのうち退職手当を除く。 

第３条中「中津川市職員の給与に関する条例（昭和３２年中津川市条例第２１

号）」の次に「、中津川市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例（

令和元年中津川市条例第 号）」を加える。 

第４条を削り、第５条を第４条とする。 

（企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部改正） 

第１７条 企業職員の給与の種類及び基準に関する条例（昭和４３年中津川市条例

第１７号）の一部を次のように改正する。 

第２条第１項中「地方公務員法（昭和２５年法律第２６１号）」の次に「第２

２条の２第１項に規定する会計年度任用職員並びに同法」を加え、同条に次の１

項を加える。 

４ 前項の規定にかかわらず、地方公務員法第２２条の２第１項に規定する会計

年度任用職員の手当の種類は、地域手当、通勤手当、特殊勤務手当、時間外勤

務手当、休日勤務手当、夜間勤務手当、期末手当、企業手当及び退職手当とす

る。ただし、同項第１号に掲げる職員については、これらのうち退職手当を除

く。 

第１９条を削り、第２０条を第１９条とする。 

 （議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例の一部改正） 

第１８条 議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例（昭和４

２年中津川市条例第３１号）の一部を次のように改正する。 

  第５条第４号の次に次の１号を加える。 

(５) 給料を支給される職員 法第２条第４項に規定する平均給与額の例によ

り実施機関が市長と協議して定める額 

別表（第１９条関係） 

職種の区分 月額 
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(１) 給与条例別表第１行政職給料表（

一）の適用を受ける職員が行う業務に

準ずる業務であって、単純かつ補助的

な業務 

給与条例別表第１行政職給料表（一

）の２級の最高号級の額 

(２) 給与条例別表第２ア医療職給料表

（一）の適用を受ける職員が行う業務

に準ずる業務 

給与条例別表第２ア医療職給料表（

一）の３級における最高号給の額 

(３) 給与条例別表第２イ医療職給料表

（二）の適用を受ける職員が行う業務

に準ずる業務 

給与条例別表第２イ医療職給料表（

二）の２級における最高号給の額 

(４) 給与条例別表第２ウ医療職給料表

（三）の適用を受ける職員が行う業務

に準ずる業務 

給与条例別表第２ウ医療職給料表（

三）の２級における最高号給の額 

(５) 中津川市技能労務職員の給与の種

類及び基準を定める条例（平成２５年

中津川市条例第３０号）の適用を受け

る職員が行う業務に準ずる業務であっ

て、単純かつ補助的な業務 

中津川市技能労務職員の給与その他

の勤務条件に関する規則（平成２５

年中津川市規則第５８号）別表第１

行政職給料表（二）の２級の最高号

級の額 
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議第１１４号 

中津川市固定資産評価審査委員会条例の一部改正について 

中津川市固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する条例を次のように制定す

るものとする。 

令和元年１１月２８日提出 

中津川市長 青 山 節 児  

提 案 説 明 

行政手続等における情報通信の技術の利用に関する法律の一部改正に伴い、この

条例を定めようとする。 
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中津川市固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する条例 

中津川市固定資産評価審査委員会条例（昭和３８年中津川市条例第２８号）の一

部を次のように改正する。 

第６条第２項中「行政手続等における情報通信の技術の利用に関する法律（平成

１４年法律第１５１号）第３条第１項」を「情報通信技術を活用した行政の推進等

に関する法律（平成１４年法律第１５１号）第６条第１項」に改める。 

附 則 

この条例は、公布の日又は情報通信技術の活用による行政手続等に係る関係者の利

便性の向上並びに行政運営の簡素化及び効率化を図るための行政手続等における情

報通信の技術の利用に関する法律等の一部を改正する法律（令和元年法律第１６号

）の施行の日のいずれか遅い日から施行する。 
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議第１１５号 

中津川市分担金等徴収条例の一部改正について 

中津川市分担金等徴収条例の一部を改正する条例を次のように制定するものとす

る。 

令和元年１１月２８日提出 

中津川市長 青 山 節 児  

提 案 説 明 

ライフライン保全対策事業に係る分担金を徴収するため、この条例を定めようと

する。 
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中津川市分担金等徴収条例の一部を改正する条例 

中津川市分担金等徴収条例（平成１２年中津川市条例第１５号）の一部を次のよ

うに改正する。 

別表に次のように加える。 

ライフライン保全対策事業 事業に要する経費の額に１００分の５０

を乗じて得た額を超えない範囲内で市長

が定める額 

附 則 

この条例は、公布の日から施行する。 
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議第１１６号 

中津川市公民館の設置等に関する条例等の一部改正について 

中津川市公民館の設置等に関する条例等の一部を改正する条例を次のように制定

するものとする。 

令和元年１１月２８日提出 

中津川市長 青 山 節 児  

提 案 説 明 

中津川市阿木交流センターの建設に伴い、阿木公民館、阿木事務所及び国民健康

保険阿木診療所を移転するため、この条例を定めようとする。 
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   中津川市公民館の設置等に関する条例等の一部を改正する条例 

 （中津川市公民館の設置等に関する条例の一部改正） 

第１条 中津川市公民館の設置等に関する条例（昭和３９年中津川市条例第９号）

の一部を次のように改正する。 

第１条第２項の表中津川市阿木公民館の項中「３３番地」を「２７番地の１」

に改める。 

（中津川市文化スポーツ施設等使用料等徴収条例の一部改正） 

第２条 中津川市文化スポーツ施設等使用料等徴収条例（平成２１年中津川市条例

第３９号）の一部を次のように改正する。 

別表第１阿木公民館の部を次のように改める。 

阿木公民館 小会議室 １６０円 ２２０円 ２２０円

中会議室 ３３０円 ４４０円 ４４０円

大会議室（全） ６６０円 ８８０円 ８８０円

大会議室（大） ４９０円 ６６０円 ６６０円

大会議室（小） ３３０円 ４４０円 ４４０円

和室 １６０円 ２２０円 ２２０円

料理実習室 ４９０円 ６６０円 ６６０円

（中津川市地域事務所設置条例の一部改正） 

第３条 中津川市地域事務所設置条例（平成１１年中津川市条例第２号）の一部を

次のように改正する。 

第２条の表中津川市阿木事務所の項中「３３番地」を「２７番地の１」に改め

る。 

（中津川市国民健康保険診療所等の設置等に関する条例の一部改正） 

第４条 中津川市国民健康保険診療所等の設置等に関する条例（平成１７年中津川

市条例第２６号）の一部を次のように改正する。 

第２条の表中津川市国民健康保険阿木診療所の項中「２１９番地の２」を「２

７番地の１」に改める。 

附 則 
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この条例は、令和２年５月７日から施行する。 
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議第１１７号 

中津川市スポーツ施設の設置等に関する条例及び中津川市文化スポーツ施設

等使用料等徴収条例の一部改正について 

中津川市スポーツ施設の設置等に関する条例及び中津川市文化スポーツ施設等使

用料等徴収条例の一部を改正する条例を次のように制定するものとする。 

令和元年１１月２８日提出 

中津川市長 青 山 節 児  

提 案 説 明 

中津川市舞台峠テニスコートを廃止するため、この条例を定めようとする。 
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中津川市スポーツ施設の設置等に関する条例及び中津川市文化スポーツ施設

等使用料等徴収条例の一部を改正する条例 

（中津川市スポーツ施設の設置等に関する条例の一部改正） 

第１条 中津川市スポーツ施設の設置等に関する条例（昭和６０年中津川市条例第

１８号）の一部を次のように改正する。 

第２条の表中津川市舞台峠テニスコートの項を削る。 

（中津川市文化スポーツ施設等使用料等徴収条例の一部改正） 

第２条 中津川市文化スポーツ施設等使用料等徴収条例（平成２１年中津川市条例

第３９号）の一部を次のように改正する。 

別表第８中津川市舞台峠テニスコートの項を削る。 

附 則 

この条例は、令和２年４月１日から施行する。 
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議第１１８号 

中津川市下水道事業等に地方公営企業法の全部を適用するための関係条例の

整理について 

中津川市下水道事業等に地方公営企業法の全部を適用するための関係条例の整理

に関する条例を次のように制定するものとする。 

令和元年１１月２８日提出 

中津川市長 青 山 節 児  

提 案 説 明 

中津川市下水道事業等に地方公営企業法の全部を適用するため、この条例を定め

ようとする。 
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中津川市下水道事業等に地方公営企業法の全部を適用するための関係条例の

整理に関する条例 

（中津川市行政組織条例の一部改正） 

第１条 中津川市行政組織条例（平成１６年中津川市条例第２５号）の一部を次の

ように改正する。 

第２条第１１号ウを次のように改める。 

ウ 浄化槽（中津川市水道事業及び下水道事業の設置等に関する条例（昭和

４２年中津川市条例第２１号）第１条に定める下水道事業に係るものを除

く。）に関すること。 

第２条第１１号エを削る。 

 （中津川市職員定数条例の一部改正） 

第２条 中津川市職員定数条例（昭和２９年中津川市条例第２４号）の一部を次の

ように改正する。 

 第２条の表市長の事務部局の項中「７５０人」を「７３５人」に、同表公営企

業の事務部局の項中「１９人」を「３４人」に改める。 

（中津川市特別会計条例の一部改正） 

第３条 中津川市特別会計条例（昭和３９年中津川市条例第１９号）の一部を次の

ように改正する。 

 第１条中「次に掲げる事業についてはその事業」を「中津川市駅前駐車場事業

」に改め、同条各号を削る。 

第２条及び第３条を削る。 

第４条の見出しを「（歳入及び歳出）」に改め、同条を第２条とする。 

第５条から第８条までを削る。 

第９条中「第１条第１号」を「第１条」に改め、同条を第３条とする。 

（中津川市積立基金条例の一部改正） 

第４条 中津川市積立基金条例（昭和５３年中津川市条例第１０号）の一部を次の

ように改正する。 

第２条の表特定環境保全公共下水道事業財政調整基金の項及び農業集落排水事

業財政調整基金の項を削る。 
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（中津川市水道事業の設置等に関する条例の一部改正） 

第５条 中津川市水道事業の設置等に関する条例（昭和４２年中津川市条例第２１

号）の一部を次のように改正する。 

題名を次のように改める。 

中津川市水道事業及び下水道事業の設置等に関する条例 

第１条中「、水道事業」を「水道事業を、下水を排除し、又は処理するため下

水道事業（公共下水道事業、特定環境保全公共下水道事業、農業集落排水事業及

び個別排水処理事業をいう。以下同じ。）」に改め、同条に次の１項を加える。 

２ 地方公営企業法（昭和２７年法律第２９２号。以下「法」という。）第２条

第３項及び地方公営企業法施行令（昭和２７年政令第４０３号。以下「令」と

いう。）第１条第２項の規定に基づき、下水道事業に法の規定の全部を適用す

る。 

第２条第１項中「水道事業」の次に「及び下水道事業」を加え、同条第２項及

び第３項を次のように改める。 

２ 水道事業の給水区域、計画給水人口及び計画１日最大給水量は、別表第１の

とおりとする。 

３ 下水道事業の名称、位置、計画人口及び計画１日最大処理能力並びに処理能

力日平均及び処理人口は、別表第２のとおりとする。 

第２条第４項を削る。 

第３条第１項中「地方公営企業法（昭和２７年法律第２９２号。以下「法」と

いう。）」を「法」に、「地方公営企業法施行令（昭和２７年政令第４０３号。

以下「令」という。）」を「令」に、「基づき」を「より」に改め、「水道事業

」の次に「及び下水道事業」を加え、同条第２項中「基づき水道事業の」を「よ

り、水道事業及び下水道事業の管理者の権限を行う市長（以下「市長」という。

）の権限に属する」に改める。 

第４条中「水道事業」の次に「及び下水道事業」を加え、「価額」を「価格」

に、「若しくは動産又は不動産の信託の受益権の買入れ又は譲渡（」を「又は動

産の買入れ若しくは譲渡（不動産の信託の場合を除き、」に、「とする」を「又

は不動産の信託の受益権の買入れ若しくは譲渡とする」に改める。 

第５条中「第２４３条の２第８項」を「第２４３条の２の２第８項」に改め、
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「水道事業」の次に「及び下水道事業」を加える。 

第６条の見出し中「負担附き」を「負担付き」に改め、同条中「水道事業」の

次に「及び下水道事業」を加え、「基づき」を「より」に、「負担附き」を「負

担付き」に改める。 

 第７条第１項中「水道事業」の次に「及び下水道事業」を加え、「基づき」を

「より」に改め、「１０月１日から」の次に「翌年の」を加え、「５月３１日」

を「同年５月３１日」に改め、同条第２項第３号中「水道事業」の次に「及び下

水道事業」を加える。 

 本則の次に次の２表を加える。 

別表第１（第２条関係） 

事業名 給水区域 
計画給水人口

（人） 

計画１日最大

給水量（ ）

中津川市水

道事業 

手賀野、駒場、中津川、苗木、瀬戸、

千旦林、茄子川、落合、阿木、飯沼、

神坂、山口、馬籠、坂下、上野、川上

、加子母、付知町、田瀬、下野、福岡

、高山及び蛭川の各一部地域 

９４，８００ ４５，３００

別表第２（第２条関係） 

 その１ 

事業名 施設の名称 位置 
計画人口（人

） 

計画１日最大

処理能力（ 

／日） 

公 共 下 水

道 事 業 

中津川市浄化管理

センター 

中津川市駒場１６

５７番地の６ 

２１，０００２０，０００

 坂本浄化センター 中津川市茄子川１

２番地の２ 

７，１００ ２，２００

特 定 環 境

保 全 公 共

落合浄化センター 中津川市落合４５

８番地の４ 

２，９１０ １，５００
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下 水 道 事

業 

苗木浄化センター 中津川市苗木４１

２７番地の１１０ 

４，９００ ３，５００

まごめ浄化センタ

ー 

中津川市馬籠４６

００番地２ 

７２０ ６００

 坂下浄化センター 中津川市坂下３４

５６番地１ 

５，１００ ２，７００

付知クリーンセン

ター 

中津川市付知町１

１３０５番地２ 

６，２００ ２，９００

福岡クリーンセン

ター 

中津川市福岡１２

２３番地１ 

２，７００ １，５６０

 蛭川浄化センター 中津川市蛭川４２

３１番地１ 

２，８００ １，１８０

その２ 

事業名 施設の名称 位置 計画人口（

人） 

処理能力日平

均（ ／日）

農業集落排

水事業 

坂本北部クリーン

センター 

中津川市千旦林１

７２７番地の３ 

２，７９０ ７５６

阿木クリーンセン

ター 

中津川市阿木１５

８６番地の１ 

１，９２０ ５１９

川上農業集落排水

処理施設 

中津川市川上１８

７７番地１ 

１，７６０ ４７６

加子母北部処理施

設 

中津川市加子母１

７３９番地 

１，４１０ ３８１

加子母中部処理施

設 

中津川市加子母３

８２２番地１４２ 

１，５１０ ４０８

加子母南部処理施

設 

中津川市加子母６

０８２番地 

２，７７０ ７４８

田瀬クリーンセン

ター 

中津川市田瀬１７

７３番地 

１，５１０ ４０８
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高山クリーンセン

ター 

中津川市高山１０

７１番地８ 

９４０ ２５４

蛭川南部地区農業

集落排水処理施設

中津川市蛭川５５

３９番地１０ 

１，０３０ ２７８

その３ 

事業名 施設の名称 位置 処理人口（人）

農業集落排

水事業 

加子母浅島処理施設 中津川市加子母１９１９番地 ６０

 加子母山下処理施設 中津川市加子母２０２４番地 ３０

 その４ 

事業名 施設の名称 位置 

個別排水処理事業 個別排水処理施設 川上地区、加子母地区、田瀬地区及び

高山地区において、市が実施する農業

集落排水事業と一体的に整備する区域

（中津川市下水道条例の一部改正） 

第６条 中津川市下水道条例（昭和６３年中津川市条例第２４号）の一部を次のよ

うに改正する。 

目次中「（第１条―第３条）」を「（第１条・第２条）」に、「（第４条―第

８条）」を「（第３条―第７条）」に、「（第９条―第１３条）」を「（第８条

―第１２条）」に、「（第１４条―第２５条）」を「（第１３条―第２４条）」

に、「（第２６条―第３３条）」を「（第２５条―第３２条）」に、「（第３４

条―第３６条）」を「（第３３条―第３５条）」に改める。 

第２条を削り、第３条を第２条とする。 

第４条中「第６条」を「第５条」に改め、同条第２号中「最少限度」を「最小

限度」に改め、同条第３号中「規則で」を「下水道事業の管理者の権限を行う市

長（以下「市長」という。）が別に」に改め、同条第５号中「規則で」を「市長

が別に」に改め、同条を第３条とする。 

 第５条第１号中「規則で」を「市長が別に」に改め、同条を第４条とする。 
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 第６条中「第４条」を「第３条」に改め、同条第２号中「規則で」を「市長が

別に」に改め、同条を第５条とし、第７条を第６条とする。 

 第８条第２号中「どろため」を「泥ため」に改め、同条第６号中「規則で」を

「市長が別に」に改め、同条を第７条とする。 

 第９条第２号中「規則の」を「市長が別に」に改め、同条第３号及び第４号中

「こう配」を「勾配」に改め、第３章中同条を第８条とする。 

第１０条第３号中「最少限度」を「最小限度」に改め、同条を第９条とする。 

第１１条第１項中「規則で」を「市長が別に」に改め、同条を第１０条とする。 

第１２条中「規則で」を「市長が別に」に改め、同条を第１１条とする。 

第１３条第２項中「規則で」を「市長が別に」に改め、同条を第１２条とし、

第４章中第１４条を第１３条とし、第１５条を第１４条とする。 

第１６条第１項第１０号中「もの。」を「もの」に改め、同条を第１５条とし

、第１７条を第１６条とし、第１８条を第１７条とする。 

第１９条第１項中「規則で」を「市長が別に」に改め、同条を第１８条とする。 

第２０条第１項及び第２項中「規則で」を「市長が別に」に改め、同条を第１

９条とし、第２１条を第２０条とする。 

第２２条第２項第３号中「規則で」を「市長が別に」に改め、同条を第２１条

とし、第２３条を第２２条とし、第２４条を第２３条とし、第２５条を第２４条

とし、第５章中第２６条を第２５条とする。 

第２７条中「規則で」を「市長が別に」に改め、同条を第２６条とし、第２８

条を第２７条とする。 

第２９条第１項中「規則で」を「市長が別に」に改め、同条を第２８条とし、

第３０条を第２９条とする。 

第３１条中「規則で」を「市長が別に」に改め、同条を第３０条とし、第３２

条を第３１条とする。 

第３３条中「規則で」を「市長が別に」に改め、同条を第３２条とする。 

第３４条中「を科する」を「に処する」に改め、同条第１号中「第１１条第１

項」を「第１０条第１項」に改め、同条第２号中「第１２条」を「第１１条」に

改め、同条第３号中「第１３条第１項」を「第１２条第１項」に改め、同条第４

号中「第１５条、第１６条又は第１８条」を「第１４条、第１５条又は第１７条
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」に改め、同条第５号中「第１９条又は第２０条第１項」を「第１８条又は第１

９条第１項」に改め、同条第６号中「第２３条」を「第２２条」に改め、同条第

７号中「第３０条第２項」を「第２９条第２項」に改め、同条第８号中「第１１

条第１項又は第２７条」を「第１０条第１項又は第２６条」に、「第１１条第２

項前段、第１９条又は第２０条第１項」を「第１０条第２項前段、第１８条又は

第１９条第１項」に、「第２２条第２項第３号」を「第２１条第２項第３号」に

、「第２３条」を「第２２条」に改め、第６章中同条を第３３条とする。 

第３５条中「を科する」を「に処する」に改め、同条を第３４条とし、第３６

条を第３５条とする。 

（中津川都市計画下水道事業受益者負担に関する条例の一部改正） 

第７条 中津川都市計画下水道事業受益者負担に関する条例（昭和６２年中津川市

条例第２７号）の一部を次のように改正する。 

 第２条第２項中「市長」を「下水道事業の管理者の権限を行う市長（以下「市

長」という。）」に改める。 

第６条第５項中「この限りではない」を「この限りでない」に改める。 

 第１１条第２項中「、その端数金額」を「その端数金額を」に、「、その全額

」を「その全額」に改める。 

第１２条中「規則で」を「市長が別に」に改める。 

（中津川都市計画下水道事業坂本処理区受益者負担に関する条例の一部改正） 

第８条 中津川都市計画下水道事業坂本処理区受益者負担に関する条例（平成２２

年中津川市条例第２７号）の一部を次のように改正する。 

第２条第２項中「市長」を「下水道事業の管理者の権限を行う市長（以下「市

長」という。）」に改める。 

第１１条中「規則で」を「市長が別に」に改める。 

（中津川市公共下水道事業区域外流入受益者負担金及び分担金徴収条例の一部改

正） 

第９条 中津川市公共下水道事業区域外流入受益者負担金及び分担金徴収条例（平

成２１年中津川市条例第２９号）の一部を次のように改正する。 

 第３条第１号中「市長」を「下水道事業の管理者の権限を行う市長（以下「市

長」という。）」に、「時は」を「ときは」に改め、同条第２号中「時は」を「
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ときは」に改める。 

第５条第１項及び第１２条中「規則で」を「市長が別に」に改める。 

（中津川市特定環境保全公共下水道事業受益者負担に関する条例の一部改正） 

第１０条 中津川市特定環境保全公共下水道事業受益者負担に関する条例（平成１

１年中津川市条例第２２号）の一部を次のように改正する。 

 第２条第２項中「市長」を「下水道事業の管理者の権限を行う市長（以下「市

長」という。）」に改める。 

 第１１条中「規則で」を「市長が別に」に改める。 

（中津川市特定環境保全公共下水道事業受益者分担金徴収に関する条例の一部改

正） 

第１１条 中津川市特定環境保全公共下水道事業受益者分担金徴収に関する条例（

平成１７年中津川市条例第５７号）の一部を次のように改正する。 

 第２条第２項中「市長」を「下水道事業の管理者の権限を行う市長（以下「市

長」という。）」に改める。 

第１１条中「規則で」を「市長が別に」に改める。 

 （中津川市農業集落排水処理施設の設置等に関する条例の一部改正） 

第１２条 中津川市農業集落排水処理施設の設置等に関する条例（平成５年中津川

市条例第１１号）の一部を次のように改正する。 

 題名を次のように改める。 

   中津川市農業集落排水処理施設条例 

 第１条中「設置等」を「管理等」に改める。 

 第３条及び第４条を削り、第５条を第３条とし、第６条を第４条とする。 

第７条第１項中「規則で」を「下水道事業の管理者の権限を行う市長（以下「

市長」という。）が別に」に改め、同条第２項中「規則で」を「市長が別に」に

改め、同条を第５条とする。 

第８条中「規則で」を「市長が別に」に、「第１２条」を「第１１条」に改め

、同条を第６条とする。 

 第９条中「規則で」を「市長が別に」に改め、同条を第７条とする。 

 第１０条中「規則で」を「市長が別に」に改め、同条を第８条とし、第１１条

を第９条とする。 
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 第１２条第２項第３号中「規則で」を「市長が別に」に改め、同条を第１０条

とし、第１３条を第１１条とする。 

 第１４条中「規則で」を「市長が別に」に改め、同条を第１２条とし、第１５

条を第１３条とし、第１５条の２を第１４条とし、第１６条を第１５条とする。 

 第１６条の２第１項中「第７条」を「第５条」に改め、同条を第１６条とする。 

第２２条を第２５条とする。 

 第２１条中「規則で」を「市長が別に」に改め、同条を第２４条とし、第２０

条を第２３条とする。 

第１９条中「暗渠」を「暗渠
きょ

」に、「第６条」を「第４条」に、「規則で」を

「市長が別に」に改め、同条を第２２条とし、第１８条を第２１条とし、第１７

条を第２０条とする。 

第１６条の５中「第１６条の２」を「第１６条」に、「第１６条」を「第１５

条」に改め、同条を第１９条とし、第１６条の４を第１８条とし、第１６条の３

を第１７条とする。 

別表中「第１６条」を「第１５条」に改める。 

（中津川市個別排水処理施設の設置等に関する条例の一部改正） 

第１３条 中津川市個別排水処理施設の設置等に関する条例（平成１７年中津川市

条例第５５号）の一部を次のように改正する。 

 題名を次のように改める。 

   中津川市個別排水処理施設条例 

 第１条中「設置及び」を削る。 

第３条を削り、第４条を第３条とし、第５条を第４条とする。 

第６条第１項中「規則で」を「下水道事業の管理者の権限を行う市長（以下「

市長」という。）が別に」に改め、同条第２項中「規則で」を「市長が別に」に

改め、同条を第５条とする。 

第７条中「第１２条」を「第１１条」に改め、同条を第６条とする。 

第８条中「規則で」を「市長が別に」に改め、同条を第７条とする。 

第９条中「規則で」を「市長が別に」に改め、同条を第８条とし、第１０条を

第９条とする。 

第１１条第２項第３号中「規則で」を「市長が別に」に改め、同条を第１０条
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とし、第１２条を第１１条とする。 

第１３条中「規則で」を「市長が別に」に改め、同条を第１２条とし、第１４

条を第１３条とし、第１５条を第１４条とする。 

第１６条中「規則で」を「市長が別に」に改め、同条を第１５条とし、第１７

条を第１６条とする。 

（中津川市個別排水事業受益者分担金徴収に関する条例の一部改正） 

第１４条 中津川市個別排水事業受益者分担金徴収に関する条例（平成１７年中津

川市条例第５６号）の一部を次のように改正する。 

 第２条中「受益者」を「「受益者」」に改める。 

第４条第１項中「市長」を「下水道事業の管理者の権限を行う市長（以下「市

長」という。）」に改める。 

 第９条中「規則で」を「市長が別に」に改める。 

（中津川市水道事業給水条例の一部改正） 

第１５条 中津川市水道事業給水条例（平成９年中津川市条例第２１号）の一部を

次のように改正する。 

 第２条第１項中「中津川市水道事業の設置等に関する条例」を「中津川市水道

事業及び下水道事業の設置等に関する条例」に、「第２条第２項」を「別表第１

」に改める。 

 （中津川市情報公開条例の一部改正） 

第１６条 中津川市情報公開条例（平成２５年中津川市条例第２８号）の一部を次

のように改正する。 

第２条第１号中「市長」を「市長（公営企業管理者の権限を含む。）」に改め

る。 

第７条第１号ウ中「第２条に規定」を「第３条に規定」に改める。 

（中津川市個人情報保護条例の一部改正） 

第１７条 中津川市個人情報保護条例（平成１１年中津川市条例第１７号）の一部

を次のように改正する。 

第２条第１号中「市長」を「市長（公営企業管理者の権限を含む。）」に改め

、同条第６号中「番号法」を「番号利用法」に改める。 

第２８条第１項第１号中「同法」を「番号利用法」に改める。 
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附 則 

 （施行期日） 

１ この条例は、令和２年４月１日から施行する。 

（中津川市特別会計条例の一部改正に関する経過措置）  

２ 第２条の規定による改正前の中津川市下水道事業、中津川市農業集落排水事業

、中津川市特定環境保全公共下水道事業及び中津川市個別排水処理事業に係る特

別会計（以下「旧会計等」という。）に属する出納は、令和２年３月３１日をも

って閉鎖し、決算する。この場合において、歳入歳出差引不足額又は残額が生じ

た場合は、中津川市下水道事業会計がこれを引き継ぐ。 

３ 旧会計等に属する資産及び債権債務並びに出納閉鎖後の歳計剰余金は、中津川

市下水道事業会計がこれを引き継ぐ。 
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議第１１９号 

財産の処分について 

中津川市議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例（昭和３９年

中津川市条例第３号）第３条の規定により、次のとおり財産を処分したいので、議会の議

決を求める。 

令和元年１１月２８日提出 

中津川市長 青 山 節 児 

１ 物件の表示   

所 在 地 地目 面積（平方メートル） 

中津川市千旦林字坂本１４１７番２６ 宅地 ５，４４３．４８

中津川市千旦林字坂本１４１７番２７ 宅地 １７，３１５．７７

中津川市千旦林字坂本１４１７番２８ 宅地 ９９５．８１

合 計 面 積 ２３，７５５．０６

２ 売払い金額    １２９，６６５，６６０円 

３ 売払いの相手方  名古屋市東区東桜一丁目１番１０号 

大同特殊鋼株式会社 

代表取締役社長執行役員 石黒 武 
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議第１２０号 

市道路線の変更について 

道路法（昭和２７年法律第１８０号）第１０条第３項の規定により、次の市道路線を変

更したいので、議会の議決を求める。 

令和元年１１月２８日提出 

中津川市長 青 山 節 児 

路線番号 路線名 
前後 

の別 

起     点 

終     点 

４０４２ 落合４２号線

前
中津川市落合字上ケ原３３９番１地先

中津川市落合字上ケ原３４１番１地先 

後 
中津川市落合字横手１４０番９地先 

中津川市落合字上ケ原３４１番１地先 
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位 置 図   縮尺 1/2,000  （資料）

路線番号 路 線 名 道路延長（ｍ） 道路幅員（ｍ） 凡 例

４０４２ 落合４２号線
変更前 119.00 2.00～4.00 

変更後 297.00 4.00～11.00 

変更前起点 中津川市落合字上ケ原３３９番１地先

変更後起点 中津川市落合字横手１４０番９地先

終点 中津川市落合字上ケ原３４１番１地先
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議第１２１号 

市道路線の変更について 

道路法（昭和２７年法律第１８０号）第１０条第３項の規定により、次の市道路線を変

更したいので、議会の議決を求める。 

令和元年１１月２８日提出 

中津川市長 青 山 節 児 

路線番号 路線名 
前後 

の別 

起     点 

終     点 

２０１１ 苗木１１号線

前
中津川市苗木字柿野４８番３２７地先

中津川市苗木字柿野４８番３７４地先 

後 
中津川市苗木字柿野８４９４番１地先 

中津川市苗木字柿野４８番１２地先 
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位 置 図   縮尺 1/2,000  （資料）

路線番号 路 線 名 道路延長（ｍ） 道路幅員（ｍ） 凡 例

２０１１ 苗木１１号線
変更前 115.40 2.40～7.20 

変更後 373.00 2.40～7.20 

苗木２１７号線

苗木６号線

苗木１０号線

変更前起点 中津川市苗木字柿野４８番３２７地先

変更前終点 中津川市苗木字柿野４８番３７４地先

変更後起点 中津川市苗木字柿野８４９４番１地先

変更後終点 中津川市苗木字柿野４８番１２地先

苗木１号線
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議第１２２号 

市道路線の変更について 

道路法（昭和２７年法律第１８０号）第１０条第３項の規定により、次の市道路線を変

更したいので、議会の議決を求める。 

令和元年１１月２８日提出 

中津川市長 青 山 節 児 

路線番号 路線名 
前後 

の別 

起     点 

終     点 

８０９０ 坂下９０号線

前
中津川市上野字椛の木５８７番１地先

中津川市上野字丸根５６１番地先 

後 
中津川市上野字椛の木５８７番１地先 

中津川市上野字椛の木５８７番１１地先 
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位 置 図   縮尺 1/2,000  （資料）

路線番号 路 線 名 道路延長（ｍ） 道路幅員（ｍ） 凡 例

８０９０ 坂下９０号線
変更前 290.40 5.55～14.50 

変更後 35.00 5.55～14.50 

変更後終点 中津川市上野字椛の木５８７番１１地先

変更前終点 中津川市上野字丸根５６１番地先

起点 中津川市上野字椛の木５８７番１地先
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議第１２３号 

指定管理者の指定について 

地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２４４条の２第６項の規定により、次のとお

り指定管理者を指定したいので、議会の議決を求める。 

令和元年１１月２８日提出 

中津川市長 青 山 節 児 

管理を行わせる施設の 

名称及び位置 

加子母Ｂ＆Ｇ海洋センター 

下呂市御厩野３０１５番地１０２

指定管理者 
下呂市森１２３４番地１ 

特定非営利活動法人 わくわくプラザ

指定期間 令和２年４月１日から令和７年３月３１日まで 
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議第１２４号 

指定管理者の指定について 

地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２４４条の２第６項の規定により、次のとお

り指定管理者を指定したいので、議会の議決を求める。 

令和元年１１月２８日提出 

中津川市長 青 山 節 児 

管理を行わせる施設の 

名称及び位置 

中津川市福岡公民館 

中津川市福岡７１６番地２

常盤座 

中津川市高山１０２６番地１ 

指定管理者 
中津川市福岡７１６番地２ 

ふくおかまちづくり協議会

指定期間 令和２年４月１日から令和５年３月３１日まで 
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議第１２５号 

指定管理者の指定について 

地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２４４条の２第６項の規定により、次のとお

り指定管理者を指定したいので、議会の議決を求める。 

令和元年１１月２８日提出 

中津川市長 青 山 節 児 

管理を行わせる施設の 

名称及び位置 

明治座 

中津川市加子母４７９３番地２

指定管理者 
中津川市加子母３５１９番地２ 

特定非営利活動法人 かしもむら

指定期間 令和２年４月１日から令和５年３月３１日まで 
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議第１２６号 

指定管理者の指定について 

地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２４４条の２第６項の規定により、次のとお

り指定管理者を指定したいので、議会の議決を求める。 

令和元年１１月２８日提出 

中津川市長 青 山 節 児 

管理を行わせる施設の 

名称及び位置 

中津川市障がい者就労支援事業所 さかした 

中津川市坂下１５２３番地１

中津川市障がい者就労支援事業所 かしも 

中津川市加子母３８２２番地２７６ 

中津川市障がい者就労支援事業所 ふくおか 

中津川市福岡７１４番地２ 

指定管理者 
中津川市かやの木町２番５号 

社会福祉法人 中津川市社会福祉協議会

指定期間 令和２年４月１日から令和７年３月３１日まで 
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議第１２７号 

新市建設計画の変更について 

新市建設計画を別添のとおり変更したいので、市町村の合併の特例に関する法律（昭和

４０年法律第６号）第５条第７項の規定により、議会の議決を求める。 

令和元年１１月２８日提出 

中津川市長 青 山 節 児 
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